
 

 

 

 

 

      

  

 

  

 

   

 

 

 

    

 

  

 

  

 

   

 

 

 

 

                               １０月１０日は目の愛護デーです 

 

目はものを見るという機能だけでなく、目は光を感じて体のリズムを整えたり、

情報を脳に伝えたりする、体において大切な役割のある器官の一つです。 

目の愛護デーにちなんで、目の健康に関する３つのお話をします。 
 

コンタクト・カラーコンタクトの使い方に注意！ 

コンタクトは便利なものですが、長時間つけたり、手を清潔にせずに触ったり

すると、角膜に傷がついたり細菌感染を起こすことがあります。 

【使い方のポイント】 

○目が充血したり、ゴロゴロした感じがあるときはすぐに外す。 

※念のため眼鏡と替えのコンタクトも持ち歩きましょう。 

○目が痛い・赤い・かすむときは、放置せず眼科で相談。 

  休日にカラーコンタクトをつけておしゃれを楽しむ人もいると思います。度あ

り・度なしにかかわらず、使用における危険性は同じですので、扱う際は十分

気を付けるようにしてください。 

 

「暗いところで本を読むと目が悪くなる」？ 

これは、半分正しく、半分誤解です。暗い場所で本を読むと、自然と本と目の 

距離が近くなりますよね。視力低下の主な原因のひとつは、近くを見る作業が

長時間続くことです。明るいところでも、本はもちろん 

それ以外のものでも、「近くでじっと見る」ことには、注意が必要です。 

 

スマホ老眼ってなに？ 

スマホやタブレットを長時間見ていると、目のピントを合わせる筋肉が疲れ、

ピント調節機能が働かなくなり、これを「スマホ老眼」と言います。通常の老眼

とは違い、子どもでもなってしまうことがあります。 

【主な症状】★当てはまる人は要注意！目を閉じ、ゆっくり休ませましょう。 

○画面や教科書がぼやけて見える   ○目が乾きやすい 

○目が疲れて重く感じる           ○頭痛や肩こりがある 
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ようやく涼しさを感じる季節になりました。この季節は感染症が流行しやすい時期

でもあります。衣服の調節や規則正しい生活を心がけ、「自分の体調を自分で整え

る」ということを意識して過ごしていきましょう。 

 

生活習慣アンケートの結果を裏面に記載しています 

先日保健安全委員会が行った生活習慣アンケートの結果について、委員長の藤

波さんがまとめてくれました。裏面までぜひ読んでください。 


